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　要旨：２００１年４月から２００６年３月までの５年間に，福岡大学病院救命救急センター入院患者の歯科口腔

外科受診を臨床統計学的に検討した．調査期間中，救命救急センター入院患者の約５％が毎年歯科口腔外

科を受診していた．救命救急センター搬入となった原因疾患は，外因性疾患が１４１例（５４.９％），内因性疾

患が１１６例（４５.１％）であった．歯科口腔外科での治療は，歯科口腔外科領域の外傷に対する原疾患治療と，

全身管理に伴う口腔領域の障害に対する合併症の治療に大きく分けられた．歯科口腔外科領域の外傷に対

する原疾患治療では局所麻酔下で行うことができる軟組織の縫合や歯牙整復固定は，受診依頼当日の処置

が多かった．救命救急センター搬入患者は重篤な状態が多く，全身麻酔下での処置は，急性期を脱する時

期を待ち処置が行われていた．全身管理に伴う口腔領域の合併症に対する治療では，気管挿管関連器械に

よる口腔内損傷が１１６例中３９例（３１.０％）と多く，当科の早期介入で未然に予防できると考えられた．口腔

衛生状態の悪い患者は，全身状態の悪化により口腔内の状態がさらに増悪したために歯科口腔外科を受診

することも多い．当科の早期介入は全身管理の観点からも重要と言えた．
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